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会
長
あ
い
さ
つ 

 

 
 

６
月
半
ば
、
中
学
校
の
同
級
会
が
あ
っ
た
。
関
西
方
面
に 

嫁
い
だ
彼
女
に
は
も
う
生
家
は
無
く
、
７
年
ぶ
り
の
故
郷
訪 

問
だ
そ
う
だ
。
第
一
声
『
風
で
波
打
つ
緑
の
田
ん
ぼ
を
見
た 

と
き
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
』
と
実
感
す
る
そ 

う
で
あ
る
。 

 
 

農
委
組
織
が
新
体
制
に
移
行
し
て
１
年
半
。
先
般
農
業
委 

員
と
推
進
委
員
が
一
緒
に
、
１１
班
に
分
か
れ
農
地
パ
ト
ロ 

ー
ル
を
（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
た
。
遊
休
農
地
や
耕 

作
放
棄
地
を
目
視
で
確
認
し
所
有
者
の
意
向
調
査
に
結
ぶ
作

業
で
あ
る
が
、
農
業
委
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
農
地
を
守 

り
有
効
利
用
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
基
に
地
域
農
業
を
再
構 

築
す
る
目
標
に
変
わ
り
は
な
い
。 

先
人
の
尽
力
で
築
か
れ
た
『
風
に
波
打
つ
緑
の
田
ん
ぼ
』 

を
後
世
の
人
々
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
地
域
の
実
態
や
声
を 

大
切
に
、
な
お
一
層
活
動
を
強
化
し
取
り
組
む
必
要
が
あ
る 

と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

我
孫
子 

武
二 

第 ２1 号 

平成２９年１０月 

発 行 
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農業委員活動報告   

 

さつまいもの苗を植えました！ 賀美石幼稚園・みやざき園の子ども達です。                                        
食育活動の一環として毎年行っているさつまい   

もの苗定植（５月３０・３１日、６月６日）を加   

美町の保育所・こども園・幼稚園児１５５名が行   

いました。子ども達は張り切って、元気よく植え   

ていました。いつも食べているさつまいもは「こ   

んな風に植えて、こう収穫するんだ！」と理解す   

ること、収穫したさつまいもが給食として食べら   

 

れることはとても良い経験だと思います。家庭菜

園や農作業時には、子ども達に大いにお手伝いを

させてあげてはいかがでしょうか。それが家庭で

の食育に繋がります。土に触れ、苗を植えて子ど

も達のキラキラした瞳が一層輝いていました。 

秋には沢山の美味しいさつまいもが収穫できま

すように。        取材：尾出弘子委員 

              

 

 

 

 

 

 

 

アグリレディースカフェｖｏｌ．４                                      
７月１４日に女性農業委員が中心となり、新

規就農者・若手農業者・地域おこし協力隊・農

業委員約２０名が参加し、意見交換会を行いま

した。毎年女性農業委員が企画し、今回も美味

しいお弁当と女性農業委員の心づくしの手料理

を食べながら、自己紹介に始まり、現状で困っ

ていること、将来への展望（５年後の私は？）

等について活発な意見交換がされました。「こ

のような場を１年に何度か開いてもらえるとう

れしい」という声も聞かれました。 

これからの加美町の農業を担う人たちの交流

を図り、不安や悩みをともに考え、農政に繋げ

ていきたいと思います。 

取材：尾出弘子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

若手農業者（８名）と農業委員（８名） 
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Ｑ 

一
時
的
に
資
材
等
を
農
地
に
置
く
場
合
は
、
許
可
が 

 
 

必
要
で
す
か
？ 

 
 

 
 

Ａ 
一
時
的
に
資
材
を
置
く
場
合
で
も
、
転
用
に
な
る
の 

 
 

 
 

で
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

   

Ｑ 

農
地
の
相
続
や
贈
与
に
伴
う
課
税
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
？ 

 
 

 

Ａ 

農
地
を
相
続
や
贈
与
に
よ
っ
て
取
得
し
た
場
合
は
、 

一
般
の
土
地
と
同
様
、
相
続
税
や
贈
与
税
が
課
税
さ
れ 

ま
す
が
、
相
続
等
に
よ
る
農
地
の
細
分
化
を
防
ぐ
た
め
、 

「
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
」
や
生
前
一
括
贈
与
を
受
け 

た
場
合
の
「
納
税
猶
予
制
度
」
な
ど
、
特
例
設
置
が
設 

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
等 

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

  

Ｑ 

農
地
を
親
子
間
で
贈
与
す
る
場
合
、
農
地
法
の
許
可 

が
必
要
で
す
か
？ 

 
 

 
 

Ａ 

贈
与
す
る
場
合
は
、
た
と
え
親
子
間
で
あ
っ
て
も
許 

 
 

 
 

可
が
必
要
で
す
。 

   

Ｑ 

農
地
を
相
続
す
る
場
合
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で 

す
か
？  

 
 

 

Ａ 

遺
産
相
続
に
よ
り
、
農
地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
農 

 
 

 
 

地
の
売
買
等
と
は
異
な
り
、
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ 

ん
。
但
し
、
農
業
委
員
会
へ
相
続
し
た
旨
の
届
出
が 

必
要
で
す
。
お
越
し
の
際
は
、
登
記
簿
謄
本
と
認
印 

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耕作放棄により遊休農地となった現状を確認 

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
優
良
農 

地
の
確
保
と
食
料
自
給
率
の
向
上
に 

向
け
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
意 

欲
あ
る
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
の
推 

進
を
図
る
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農 

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委 

員
が
一
体
と
な
り
、
新
た
な
遊
休
農 

地
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
昨
年
ま 

で
に
確
認
さ
れ
た
遊
休
農
地
が
適
正 

に
管
理
、
ま
た
は
耕
作
さ
れ
、
解
消 

さ
れ
て
い
る
か
等
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

遊
休
農
地
は
病
害
虫
の
発
生
の
原 

因
と
な
り
、
隣
接
す
る
農
作
物
に
被 

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

農
地
等
の
所
有
者
は
草
刈
り
や
除
草 

を
行
い
、
営
農
環
境
及
び
生
活
環
境 

の
保
全
に
努
め
る
よ
う
ご
協
力
を
お 

願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
遊
休 

農
地
に
つ
い
て
は
農
地
法
に
基
づ
く 

利
用
意
向
調
査
を
行
う
た
め
、
年
内 

中
に
農
業
委
員
会
と
農
地
利
用
最
適 

化
推
進
委
員
が
地
権
者
宅
等
へ
訪
問 

し
、
今
後
の
利
用
方
法
等
に
つ
い
て 

お
話
を
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と 

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

杉
村
昭
宏
委
員 

農 地 相 談  Ｑ＆Ａ 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
８
／
２
・
７
・
１０
） 
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「
農
業
委
員
会
視
察
研
修
に
参
加
し
て
」 

農
業
委
員 

尾
形 

徳
夫 

 
 

福
島
県
白
河
市
と
群
馬
県
渋
川
市
農
業
委
員 

 

会
を
視
察
し
ま
し
た
。
２
つ
の
市
は
制
度
改
正 

に
よ
り
昨
年
４
月
に
新
体
制
に
移
行
し
て
い
ま

す
。
白
河
市
の
特
徴
は
、
最
適
化
利
用
推
進
委 

員
が
、
農
地
面
積
１
０
０
ｈａ
当
た
り
１
名
と
し 

て
い
ま
す
。
月
次
定
例
総
会
で
は
、
議
決
権
は 

な
い
も
の
の
代
表
推
進
委
員
が
情
報
を
出
し
合 

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
渋
川
市
は
農
業 

委
員
会
協
力
員
や
相
談
委
員
を
配
置
し
て
意
見 

交
換
に
努
め
て
お
り
、
独
自
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

加
美
町
農
業
委
員
会
は
最
適
化
利
用
推
進
委 

員
が
少
な
い
で 

す
が
、
遊
休
農 

地
の
解
消
や
農 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
集
積
、
新
規 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

就
農
者
の
促
進 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
農
業
委
員
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

活
動
に
よ
り
、 

地
域
の
農
地
を 

守
り
た
い
と
改 

め
て
思
い
ま
し

た
。 

            
 

平
成
二
十
九
年
度 

「
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

平
成
二
十
九
年
度 

農
業
委
員
会
・
推
進
委
員
視
察
研
修
報
告
（
８
／
２８ 

～ 

８
／
２９
） 

 

 
 

 

「
視
察
研
修
を
終
え
て
」 

 
 

 
 

 
 

農
業
委
員 

天
野 

勇
一
郎 

 
 

昨
年
ま
で
は
東
北
・
北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム 

に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て 

の
試
み
と
も
い
え
る
独
自
の
農
業
委
員
会
の 

研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

福
島
県
白
河
市
農
業
委
員
会
と
群
馬
県
渋 

 

川
市
農
業
委
員
会
の
２
箇
所
を
訪
問
し
意
見 

交
換
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
双
方
と
も 

我
が
町
と
同
時
に
改
正
後
の
委
員
会
と
い
う 

こ
と
も
あ
り
、
共
通
の
話
題
で
有
意
義
な
意 

見
交
換
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

渋
川
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
遊
休
農
地
解 

 

消
対
策
と
し
て
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
（
※
） 

い
う
景
観
作
物
を
作
付
け
し
モ
デ
ル
地
区
を 

設
定
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
方
法
は
、 

私
達
の
地
域
で
も
雑
草
が
生
え
て
い
る
様
な 

圃
場
に
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え 

ら
れ
ま
す
。
今
後
加
美
町
で
も
検
討
し
て
良 

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
研
修
で
し
た
。 

 
 

 
 
 

（
※
）
マ
メ
科
の
１
年
草
で
、
雑
草
抑
制 

 
 

 
 

 
 
 

効
果
が
あ
る
植
物
。 

 
 

 

「
研 

修 

報 

告
」 

農
業
委
員 

板
垣 

文
一 

 
 

本
年
度
の
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
農
地
利
用
の
将
来
ビ
ジ 

ョ
ン
と
最
適
化
の
推
進
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
９
月
７
日
に
山
形 

県
南
陽
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
，
８
０
０
名
の 

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
、
今
年
の 

農
業
委
員
会
業
務
必
携
に
も
寄
稿
さ
れ
て
い
る
高
知
大
学
の
緒 

方
賢
一
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
さ
ら
に
青
森
県
五
戸

市
、
福
島
県
国
見
町
、
山
形
県
山
形
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委 

員
会
よ
り
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
１
年
半
余
り
、
こ 

の
７
月
で
全
国
の
約
８
割
の
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に
移
行
し 

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
必
須
業
務
と
さ
れ
た
農
地
利
用
の
最 

適
化
に
向
け
て
、
農
業
委
員
と
新
設
さ
れ
た
最
適
化
推
進
委
員 

と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が 

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
美 

町
で
も
新
体
制
に
移
行
し
て 

以
来
、
集
積
の
推
進
や
遊
休 

農
地
の
解
消
の
為
の
取
り
組 

み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け 

て
、
今
後
の
活
動
に
は
そ
の 

持
続
性
と
今
ま
で
以
上
の
現 

場
で
の
対
応
が
必
要
で
は
な 

い
か
と
、
こ
の
研
修
に
参
加 

し
て
感
じ
ま
し
た
。 

高知大学 緒方賢一教授の講演 
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農家を訪ねて！  ｉｎ南鹿原      

今回ご紹介するのは・・・                    山崎さんは、東北工業大学を卒業後仙台の 

ＩＴ企業に就職し１５年間勤務していましたが 

                       昨年の秋、父親の怪我をきっかけに加美町に戻 

                       り酪農経営に就農しました。もともと自然と動 

物相手の仕事をしたいという思いがあったので、 

毎日がとても充実しているそうです。 

                        今後は、今の農業経営規模（成牛 16頭、仔 

牛 5頭、田 90ａ、草地 4ｈａ）を拡大し、最 

新技術を駆使して経営に反映させていきたいと 

話してくれました。 

                        

   お 名 前： 山崎 芳和 さん 

 生年月日： 昭和５２年５月１６日 ４０歳                         

 

 

 

 

 

 

 

              
                                    

                                    

                        取材：青木喜右衛門 推進委員 

            

 

 

        

項    目 事由 件数 面積㎡ 

農地として利用 

するための移動 

農地法第３条 

許可 

所有権 

移転 

売買 3 16,105 

贈与 5 103,848 

交換 2 2,413 

小計 10 122,366 

賃貸借権の設定 8 30,011 

使用貸借権の設定 6 11,519 

合   計 24 163,896 

賃貸借の解約（農地法第１８条通知） 14 78,934 

農地として利用 

するための移動 

農用地利用 

集積計画 

利用権の設定（賃貸借）  143 1,355,229 

利用権の設定（使用貸借）  10 175,072 

所有権移転（売買）  7 9,397 

所有権移転（交換）  0 0 

農地中間管理事業 2 7,276 

合  計 162 1,546,974 

農地の転用 

農地法第 4・5 条 

許可 

自己転用 4 3,133 

権利移転を伴う転用 10 5,659 

合  計 14 8,792 

農

地

の

権

利

移

動

・

設

定

・

転

用

等

の

状

況 

平

成２９年１月〜６月 

 

農地の権利移動・設定・転用等の状況 

平成 29 年 1月〜6月 

 

＊＊＊農地転用のその後＊＊＊ 

 
 

 
 

太
陽
光
発
電
と
キ
ク
ラ
ゲ
生
産 

 

加
美
町
原
地
区
の
農
地
に
設
置
さ
れ 

た
太
陽
光
パ
ネ
ル
６
，
２
８
０
枚
。
そ 

の
下
部
空
間
を
シ
ー
ト
で
覆
い
、
ハ
ウ 

ス
の
よ
う
に
し
て
キ
ク
ラ
ゲ
の
生
産
に 

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
栽
培
さ
れ 

て
い
る
の
は
、
肉
厚
で
触
感
が
良
い
「 

ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
」
。
収
穫
は
主
に
７ 

〜
１０
月
に
行
う
。
営
農
可
能
な
「
営
農 

型
発
電
」
を
行
っ
て
い
る
。 

パネルの下に並べる菌床の処理作業中 
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農
業
委
員 

小
山 

京
子 

   
 

加
美
町
農
業
委
員
２
期
目
に
な
り
ま
す
。 

 
 

女
性
農
業
委
員
４
人
の
中
の
１
人
と
し
て
、
女
性 

な
ら
で
は
の
特
別
な
活
動
が
加
わ
り
ま
す
。 

 

全
国
、
東
北
、
宮
城
県
単
位
の
講
習
会
や
大
会
で 

「
女
性
目
線
で
地
域
農
業
を
考
え
る
」
「
農
業
の
未 

来
を
つ
く
る
女
性
活
躍
経
営
体
」
な
ど
と
題
し
、
時 

折
テ
レ
ビ
で
お
見
か
け
す
る
先
生
方
の
お
話
を
間
近

で
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
者
の
目 

線
で
飽
き
ら
れ
な
い
も
の
を
作
る
、
育
て
る
仕
事
が 

本
能
的
に
女
性
に
向
い
て
い
る
等
、
６
次
産
業
化
が 

絡
ん
だ
話
が
多
く
出
ま
す
。
も
う
一
つ
後
継
者
の
パ 

ー
ト
ナ
ー
問
題
が
２
大
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。 

 

私
の
住
む
加
美
町
、
小
野
田
地
区
も
土
産
セ
ン
タ 

ー
の
設
立
と
共
に
元
気
、
や
る
気
の
あ
る
女
性
達
が 

増
え
加
工
を
す
る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一 

方
で
大
き
な
農
業
機
械
を
操
り
、
男
性
顔
負
け
の
女 

性
農
業
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
な
ん
と
た
く
ま
し
い 

こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

加
美
町
女
性
農
業
委
員
な
ら
で
は
の
活
動
と
し
て
、 

女
性
農
業
者
と
の
話
し
合
い
の
場
や
、
７
月
に
は
農 

業
後
継
者
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
新
規
就
農
者
の 

皆
さ
ん
と
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換 

が
行
わ
れ
、
若
い
農
業
者
の
本
音
を
聞
く
、
意
義
の 

あ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。 

   農業者年金 

 

 

 
１ 農業に従事する人（60 歳未満）なら幅広く加入

できる 

２ 積立方式だから、少子高齢化でも安心、運用も
手堅く 

３ 保険料は自分で決められる、変更できる 
（月額 20,000 円～67,000 円） 

６ 終身年金で８０歳までの保証付き 

５ 保険料は全額、社会保険料控除へ
（確定申告時の税制上優遇措置）  

４ 担い手には保険料の国庫補助がある 
   （補助額は、4,000 円～10,000 円） 

農業者年金 6 つのメリｯト 

農業者の立場に立って編集・発行 

している農家のための情報紙です！ 
農業政策をわかりやすく解説。 
東北版では地域の担い手や独自の取り組みなどを紹介してい
ます。 

◎発行日 毎週金曜日 

   ◎購読料 月額７００円（税込） 

   ◎発行所 全国農業会議所 

お問い合わせ先：農業委員会事務局  

     

 

 

 

農家のみなさんに役立つ 

 

農
活
雑
感 

 
 

 

    

 

編集委員 

委 員 長 板 垣 文 一 

副委員長 畠 山 明 美 

委 員 尾 出 弘 子 

委 員  小 山 京 子 

委 員 尾 形 徳 夫 

委 員 杉 村 昭 宏 

委 員 青木喜右衛門 

 

加美町農業委員会事務局 

☎0229-67-5411 

表紙紹介 

 

今回ご紹介したのは（株）原グリーンサービ

スの皆さんです。ハウスで春菊のマルチ掛けの

作業中にお邪魔しました。仲間は農業後継者、

農業が好きで移住してきた方、地域おこし協力

隊員等で構成され、生き生きと仕事をしていま

した。        取材：畠山明美委員 

                    


